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・ トήϛノキπネノϘλンɿ
R anunculus muricatus -.ɹ（sQJOyfruJt CutterDuQ など）
・ イϘϛキンϙ΢ήɿ
R anunculus sard o us $raOt[ɹ（IaJry CutterDuQ など）
いずれもϤʔロッύݪ産のキンϙ΢ή科キンϙ΢ήଐのౙ

生一年生草本。トήϛノキπネノϘλンは 1915 年にઋ୆ࢢ
で，イϘϛキンϙ΢ήは 1980 年にদࢢߐで࠷初に֬ೝされ
た。両種ともに，۝भのഴാでは雑草としてൟໜしており，
近年，問題地域は֦大޲܏にある（ࣸਅ -1）。
˙෼෍

両種ともにϤʔロッύݪ産で，੢アジア～中ࠃ，北ถ，オʔ
εトラリアに分布している。トήϛノキπネノϘλンは南ถ
νリにも分布৘報がある。ࠃ಺では，トήϛノキπネノϘλ
ンは 1915 年にઋ୆ࢢで֬ೝされて以来，本भ，࢛۝，ࠃभ
の広いൣғに分布が֬ೝされている。イϘϛキンϙ΢ήは
1980 年にদࢢߐで֬ೝされて以来，分布域を֦大している
もののトήϛノキπネノϘλンほどではな͘，੢日本を中৺
に分布している。࿏๣౳に多いが，۝भ，ޱࢁではഴ࡞ะ৔
でも֬ೝされる。
෼͚ΔϙΠϯτݟଶͱܗ˙

両種はよ͘ࣅるがトήϛノキπネノϘλンのほうが全体
的にやや大ฑのҹ象をडける。草ৎは 50DN ఔ౓であるが，
ഴ࡞ะ৔಺では 80DN ఔ౓になり，ऩ֭લにはഴのึと同
ఔ౓の高さまで৳௕する。イϘϛキンϙ΢ήのࠜ生葉は௖ย
がಠཱするが，トήϛノキπネノϘλンはしないことから見
分けることができる（ࣸਅ -2）。両種ともに種ࢠ（૫果）の
ଆ面にಥىがあるが，その໊の通り，トήϛノキπネノϘλ
ンはトήঢ়，イϘϛキンϙ΢ήはイϘঢ়であり（ࣸਅ -3），
種ࢠの大きさもલ者が໿ 6.5NN，後者が໿ 2.5NN である
ことから見分けは容易である。
૲ͱͯ͠の৘ใࡶ˙

両種ともにஆ地のഴ࡞ะ৔で雑草としてൟໜし，ਫҴ後ะ
৔に比΂て大豆後ะ৔で発生ྔが多͘なる。ൟໜะ৔では大
きなݮऩをট͘だけでな͘，ऩ֭࣌にίンバイン΁のからみ
つきによる֐્ۀ࡞やऩ֭෺΁の種ࢠのࠞೖが問題となるこ
とがある。

˙๷আʹؔ͢Δ৘ใ
ɹ両種ともに土৕ॲ理ࡎではペンσΟϝλリンの効果が高い
が，ジχトロアχリン系আ草ࡎに఍߅性を持つεズϝノςッ
ϙ΢の発生ะ৔では࢖༻できない。一方，఍߅性εズϝノςッ
ϙ΢に効果が高いνオカʔバϝʔト系のϓロεϧϗカϧϒの
効果は௿͘，఍߅性εズϝノςッϙ΢対ࡦで連༻したะ৔で
ൟໜする޲܏がある。ܪ葉ॲ理ࡎでは，アイオキシχϧの効
果は � 葉期まで生育の進んだ個体では௿͘なる。νϑΣン
εϧϑロンϝνϧとϕンλκンは � 葉期までの個体に対し
て高い効果が期଴できる。両種ともにഴ࡞ะ৔でのຒ土種ࢠ
の生存年ݶは 5 年以上であることから，一౓ൟໜすると௕
期間にわたっての対ࡦがඞ要になる。
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ഴࡶ࡞૲の֎དྷΩϯϙ΢ή

τήϛϊΩπネϊϘλϯ
とΠϘϛΩϯϙ΢ή

ࣸਅ -�　‌τήϛϊΩπネϊϘλン͕ൟໜͨ͠খഴะ৔

ࣸਅ -�　‌ࠜ ੜ༿ͷܗଶͷҧ͍
（左ɿτήϛϊΩπネϊϘλン，右ɿΠϘϛΩンϙ΢ή）

ࣸਅ -3　૫Ռ（ू߹Ռ）ͷܗଶͷҧ͍
（左ɿτήϛϊΩπネϊϘλン，右ɿΠϘϛΩンϙ΢ή）


